学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「４７　無料につられたら…」
１．指導対象

　　小学生高学年～中学生
２．教科・科目

　　学級活動，総合的な学習の時間，技術家庭科
３．指導意図

インターネット上には，無料をうたったサービスが多く存在している。しかし，その利用に伴うトラブルも多く発生している現状がある。その原因は，無料の部分の制限を超えてしまったり，条件をよく確認しないまま利用して意図しない状況になってしまったりすることなどにあることが多い。
そこで，なぜ無料なのかをわかった上で，サービスを利用する態度を育てるために，この教材を用意した。

実際には，様々な仕組みがあり，子どもの立場では理解しきれない状況もあるが，典型的な「一部無料」「広告付きで無料」をここでは事例としてあげている。無料サービスに飛びつくことなく，一歩止まって考え，納得した上で利用をさせるようにしていきたい。

中学生になると，ケータイを使う子どもが多くなるタイミングで，指導をしていくことで，楽しさ，おもしろさだけに惹かれていくことがないようにと注意を呼びかけることにもつなげたい。
４．指導目標

　・無料で使えるには，何かの仕組みがあることを理解する。
　・無料の言葉につられずに，確かめてから利用する態度を育てる。

５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	(1) 身近な無料サービスの例を挙げる。

　・スーパーでの試食，試飲

　・無料ゲーム

　・有料道路の無料区間

(2)　教材を全て視聴する。

　○ストーリーを確認する。
・カナとサヤカが無料ダウンロードをしている。

・違法サイトではない。

・有料の表示に気づかずに，クリックしてしまう。

・カナは会員登録をして，無料で利用する。

・広告のメールは良いと考えた

(2) ２つの事例から無料の仕組みを確認する。

　・一部分だけ無料

　・広告付きで無料

(3)　カナが広告を良いと考えた理由について考える。
・広告も役に立つ場合がある。

・迷惑な広告もある。

・いやだったら，やめることができればいい。

(4) 無料の仕組みとその確かめ方を解説で確認する。

・会員規約に書いてある。
・分からない時は，家の人と相談する。

・迷ったら，やめておく方が安全。

(5)まとめ

・無料の時には，その訳がある。

・どこかで収入につながらないと，無料ではできない。

・納得がいく理由なら，利用する。


	身近に，無料サービスは沢山あり，広告などによってそのサービスが提供されていることを確認する。
・違法サイトではないことの確認が日強言うなことを確かめる。違法と知りながらダウンロードすると，違法になることを知らせる。
・有料の表示に気づかないときは，画面を戻して確認する。

・他にも，一定の期間だけ無料など様々な形式があることを知らせる。

・広告を受け取ることについて，どんな広告なら良いのかを考える。

・思った広告と違う時には，解約をできることも大事なことに気づかせる。

・自分だけでは判断しきれない時も多いことを気づかせ，勝手にしてしまうことが最も危険なことに気づかせる。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

　無料だと思って利用しているうちに，課金が発生してしまってから慌てることがある。子どもだけで，その解決をせずに，家の人に相談して解決していくようにさせることが大切である。
　問題事例が発生した時には，そのサイトの規約などを確認し，規約にそって解決をすることが必要である。もし，規約が不明であったりする場合には，専門機関に相談をすることも必要である。

７．指導資料

· インターネットトラブル（国民生活センター） 

http://www.kokusen.go.jp/topics/internet.html
· 「無料」のはずが高額請求 

http://www.kokusen.go.jp/news/data/n-20091216_2.html
· 無料サイトがきっかけで出会い系サイトのトラブルに

http://www.kokusen.go.jp/news/data/n-20080605_1.html
· インターネットを利用するためのルールとマナー集　こどもばん 

http://www.iajapan.org/rule/rule4child/v2/index6.html
· 考えよう　見えない画面の向こう側(警視庁) 

http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/haiteku/image/leaflet_2.pdf
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